
　平成22年2月20日（土）11時45分から、東区役所で今年度第3回目の企画委員会が開かれました。
今年度の締めくくりとなる今回は、今年度の振り返りと来年度のすすめ方についての意見交換を行
いました。
　まず、今年度の各団体の活動の振り返りと、来年度事業のすすめ方（案）について説明。その後、
委員それぞれが今年度の行事予定や目標を報告し、積極的な意見交換が行われました。
　会議の結果、22年度も基本的には今年度の活動方針を継続することを確認しました。
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■２２年度の活動方針について話し合いました。
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■22年度の活動方針（案）等
　21年度に引き続き、多々良川についてより深く学習し、情報交換する機会を提供することで、まち
づくりのパートナーの輪を広げること、また、誰でも気軽に参加でき多々良川（猪野川、久原川、宇
美川、須恵川を含む）を知ることのできる機会を提供することが確認されました。
　企画委員からは「今年は、多々良川の上流から下流までを歩いて川がどのように変化していくかを
見てみたい」「清掃活動を広げていくため積極的に周辺の町に参加を呼びかけたい」など来年度の活
動について意気込みを語られるなど、みなさんの関心の高さが伺えました。
　事務局からは、これら行事の企画・実施は各構成団体が行い、事務局は必要用具の提供や広報を中
心に各団体の活動を支援することを再確認しました。

　今年度の企画委員会はこれで最終回となりますが、今後も多々良川ゆめプラン事業は続きます。引
き続き、誰でも気軽に参加できる行事「わくわく体験事業」は「多々良川ゆめプランホームページ」
http://tatarayume.org/ でご紹介していきますので、企画委員の皆様からの積極的な推薦をお願いしま
す。
　今後の多々良川ゆめプラン事業に、ご期待下さい！
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